
２００５．４．１１ （５）

割
引
利
用
券
を

配

布

し

ま

す

認
定
証
の
申
請
を

老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
・
○福
 

医
療

証
を
お
持
ち
の
方
へ

【
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
】

〈
老
人
医
療
の
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
〉

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
が

入
院
し
た
と
き
に
こ
の
認
定
証
を
医
療

機
関
に
提
示
す
る
と
、
入
院
一
部
負
担

金
の
上
限
が
医
療
機
関
ご
と
に
月
２
万

４
６
０
０
円
に
、
食
事
の
負
担
額
が
１

日
６
５
０
円
（
過
去
１
年
間
の
入
院
日

数
が　

日
以
上
の
場
合
は
１
日
５
０
０

９１

円
）
に
な
り
ま
す
。

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方

で
、
本
人
及
び
同
じ
世
帯
全
員
の
収
入

か
ら
必
要
経
費
（
年
金
控
除
に
つ
い
て

は　

万
円
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に
各

６５
所
得
が
い
ず
れ
も
０
円
と
な
る
場
合
に

は
、
入
院
一
部
負
担
金
の
上
限
は
月
１

万
５
０
０
０
円
に
、
食
事
の
負
担
額
は

１
日
３
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

〈
老
人
保
健
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
〉

　

人
工
腎
臓
を
実
施
し
て
い
る
慢
性
腎

不
全
、
血
漿
分
画
製
剤
を
投
与
し
て
い

る
先
天
性
血
液
凝
固
障
害
の
一
部
、
抗

ウ
イ
ル
ス
剤
を
投
与
し
て
い
る
後
天
性

免
疫
不
全
症
候
群
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
含

み
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
者
に
係

る
も
の
に
限
る
）
の
方
が
こ
の
受
療
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
一
部
負

担
金
は
入
院
・
外
来
と
も
医
療
機
関
ご

と
に
月
１
万
円
に
な
り
ま
す
。

【
○福
 

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
】

〈
○福
 

限
度
額
適
用
認
定
証
〉

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
が

こ
の
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
外
来
の
一
部
負
担
金
の
上
限
が
医

療
機
関
ご
と
に
月
８
０
０
０
円
に
、
入

院
の
一
部
負
担
金
の
上
限
が
医
療
機
関

ご
と
に
月
２
万
４
６
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

◇

　

減
額
認
定
証
・
療
養
受
療
証
は
事
前

に
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
さ
れ
た
月

か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

□問
 

高
齢
者
医
療
課
11
７
２
４
・
２
１
４

４
　

児
童
手
当
は
小
学
校
第
３
学
年
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
、
か
つ
所
得
が
一

定
の
限
度
額
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

す
で
に
、
こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
２
人
目
以
降
が
生
ま
れ

た
場
合
に
は
増
額
の
手
続
き
が
、
転
入

さ
れ
た
方
は
新
た
な
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

な
お
、
手
当
は
申
請
し
た
月
の
翌
月

か
ら
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
月
額　

第
１
子
・
第
２
子
＝

５
０
０
０
円
、
第
３
子
以
降
＝
１
万
円

　

手
当
の
申
請
に
は
、
請
求
者
の
振
込

先
が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）
、

厚
生
年
金
等
加
入
者
は
申
請
者
の
健
康

保
険
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
健
康
保
険
証
で
厚
生
年
金
等
へ
の
加

入
状
況
が
確
認
で
き
な
い
方
は
、
年
金

加
入
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
町
田
市
に

１６

転
入
さ
れ
た
方
は
、
平
成　

年
度
の
児

１６

童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
区
市
町
村
に

よ
っ
て
名
称
が
異
な
り
ま
す
）
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
平
成　

年
１
月
１
日
に

１６

居
住
し
て
い
た
区
市
町
村
か
ら
お
取
り

寄
せ
下
さ
い
。

※
所
得
証
明
書
や
年
金
加
入
証
明
書
は

申
請
後
の
提
出
で
結
構
で
す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９

児

童

手

当

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
小
学
校
就
学
前

の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に

対
し
て
、
保
険
診
療
分
を
助
成
し
て
い

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

ま
す
。

　

該
当
者
で
、
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い

方
は
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
の
う
え
、

早
め
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

　

こ
の
制
度
に
は
保
護
者
の
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
（
限
度
額
及
び
転
入
者
の

所
得
証
明
書
の
取
り
扱
い
は
児
童
手
当

と
同
様
で
す
）
。
た
だ
し
、
３
歳
に
達

す
る
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま
で
は
所

得
限
度
額
を
超
え
て
も
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
児
童
手
当
・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は

子
ど
も
総
務
課
及
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
は

町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
所
得
限
度
額
に
つ
い
て
は
町
田
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
子
ど
も

総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
４

３
　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
で
、
ま

だ
、
申
請
し
て
い
な
い
方
は
お
早
め
に

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
手
当

の
支
給
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
児
童
育
成
手
当
＝
月
額
１
万
３
５
０

０
円
】

　

父
ま
た
は
母
が
死
亡
、
離
婚
、
重
度

の
障
が
い
、
生
死
不
明
、
１
年
以
上
の

遺
棄
、
法
令
に
よ
る
１
年
以
上
の
拘
禁

な
ど
、
ま
た
は
、
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で

出
生
（
父
の
扶
養
が
あ
る
場
合
を
除

く
）
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
昭
和　
６２

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童
を

扶
養
し
て
い
る
方

【
児
童
育
成
手
当
の
障
害
手
当
＝
月
額

１
万
５
５
０
０
円
】

　

心
身
に
障
が
い
が
あ
り
、
そ
の
程
度

が
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
愛
の

手
帳
１
〜
３
度
、
脳
性
ま
ひ
、
進
行
性

筋
萎
縮
症
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方

　

こ
れ
ら
の
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
所
得
限
度
額
は
子
ど
も
総
務

課
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

児
童
育
成
手
当

　

手
当
の
申
請
に
は
申
請
者
の
振
込
先

が
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
以
外
）
の

ほ
か
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の
手
帳

・
診
断
書
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

申
請
は
子
ど
も
総
務
課
で
受
け
付
け
ま

す
。

　

転
入
者
の
所
得
証
明
書
の
取
り
扱
い

は
児
童
手
当
と
同
様
で
す
。

□問
 

子
ど
も
総
務
課
11
７
２
４
・
２
１
３

９
　

公
民
館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
・
団

体
で
行
っ
て
い
る
「
公
民
館
ま
つ
り
」

も
今
年
で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。
今
年

２５

も
実
行
委
員
会
方
式
で
企
画
・
運
営
し

実
施
し
ま
す
。
そ
の
実
行
委
員
会
を
発

足
さ
せ
る
た
め
の
、
打
ち
合
わ
せ
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル

は
、
必
ず
１
人
以
上
の
出
席
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

○
日
時　

５
月　

日
（
火
）
午
後
７
時

１０

か
ら 打

ち
合
わ
せ
会

平
成　

年
度
公
民
館
ま
つ
り

１７

○
会
場　

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
７
階
ホ

ー
ル

□問
 

ま
ち
だ
中
央
公
民
館
11
７
２
８
・
０

０
７
１

　

檜
原
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
数
馬
の
湯
」

と
奥
多
摩
温
泉
「
も
え
ぎ
の
湯
」
の
割

引
利
用
券
を
配
布
し
ま
す
。
割
引
実
施

期
間
は
、
４
月
１
日
〜
２
０
０
６
年
３

月　

日
で
す
。

３１

　

対
象
は
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で

す
。
割
引
後
の
負
担
額
は
、
大
人
（
中

学
生
以
上
）
が
４
０
０
円
、
子
ど
も

（
小
学
生
）
が
２
０
０
円
と
な
り
ま

す
。

　

ご
希
望
の
方
は
保
険
証
を
お
持
ち
に

な
り
、
国
保
年
金
課
（
市
役
所
４
階
）

ま
た
は
南
・
な
る
せ
駅
前
・
鶴
川
・
忠

生
・
堺
・
小
山
の
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

お
い
で
下
さ
い
。

□問
 

国
保
年
金
課
11
７
２
４
・
２
１
３
０

国
民
健
康
保
険
保
健
施
設
「
温
泉
セ
ン

タ
ー
」

　

「
町
田
市
民
福
祉
の
つ
ど
い
」
は
、

「
く
ら
し
の
中
の
福
祉
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

で　

回
目
を
迎
え
ま
す
。

２７

　

今
年
は
、
濱
宮
郷
詞
氏
を
お
迎
え
し

ま
す
。
濱
宮
氏
は
、
中
学
・
高
校
時
代

に
陸
上
棒
高
跳
び
で
全
国
で
も
有
数
の

選
手
か
ら
、
練
習
中
の
け
が
に
よ
り
重

度
障
が
い
者
に
な
っ
た
経
歴
の
持
ち
主

で
す
。
生
き
る
力
と
愛
す
る
家
族
に
つ

い
て
語
る
濱
宮
氏
の
講
演
は
、
た
く
さ

ん
の
人
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

※
手
話
通
訳
及
び
Ｏ
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
要
約

筆
記
で
も
ご
案
内
し
ま
す
。

○
日
時　

５
月　

日
（
金
）
午
後
１
時

２０

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
ホ
ー
ル

○
定
員　

１
８
８
人
（
抽
選
）

○
申
し
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
に
「
福
祉

の
つ
ど
い
参
加
希
望
」
と
書
き
、
参
加

人
数
（
２
人
ま
で
）
・
代
表
者
の
氏
名

・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
返
信
用
に
も

あ
て
先
を
書
い
て
、
４
月　

日
ま
で

２８

（
消
印
有
効
）
に
福
祉
総
務
課
（
〒　
１９４

－

８
５
２
０
、
中
町
１－

　

－

　

、
11

２０

２３

７
２
４
・
２
５
３
７
）
へ
。

曜日・時間帯・会場講座のねらい講座名
（回数・参加費・定員）

①第１・３週火曜日
　９：００～１２：００
②第２・４週火曜日
　１３：００～１６：００
③第２・４週金曜日
　９：００～１２：００
④第１・３週金曜日
　１３：３０～１６：３０
【実習】
会場：各福祉施設
【講義他】
会場：森野分庁舎
（各コースとも例外
あり）

市内福祉施設での体験学習や合
同講義等を通して町田の福祉を
理解し、ボランティア活動が身
近なものとして捉えられるよう
に学習の機会を設けました。
①大賀藕絲館コース（知的障が
い者通所授産施設）
②清風園コース（特別養護老人
ホーム・デイサービス・グルー
プホーム）
③花の郷・花の家コース（重度
障がい者通所更生・授産施設）
④福音の家コース（特別養護老
人ホーム）

まちだの福祉
【４コース】

（全１４回・２，０００円
・各コース１０人）

通　

年（
４
月
〜　

月
）

１２

【野外】土・日曜日　
　　　１０：００～１２：００
会場：それぞれの活
動場所
【室内】土曜日
　　　１８：００～２０：３０
会場：森野分庁舎
（例外あり）

地域におけるリサイクル事業の
見学や、環境改善に取り組んで
いるボランティア団体の活動を
体験します。受講をきっかけに
ボランティアをはじめることが
できるよう、様々な現場に足を
運びます。

町田の環境・参加
体験講座
－ここからはじめる
　　　ボランティア－
（全１２回・２，０００円

・３０人）

前　

期（
４
月
〜
７
月
）

町田の環境・参加体験講座
オリエンテーション・ 自己紹介４／２３
「ポイ捨てパトロール」への参加５／７
バスツアー５／１５
恩田川水辺調査と環境改善５／２１
多摩清掃工場・リサイクルセンターの見学５／２８
共働学舎の見学・リサイクル作業６／４
緑地管理作業の体験６／１２
ボランティアトーク６／１８
滝の沢付近湧水量調査と清掃６／２６
町田市内の農業・援農体験７／２
下水処理場の見学７／９
最終回 （学習のまとめ）７／２３

ま　ち　だ　の　福　祉　
全コース共通プログラム

合同講義４【公開シンポジウム】
『町田のボランティア活動の現状と課題』９／１０開講式・合同講義１

『町田の福祉のこれまでとこれから』４／２３

福祉活動見学
（障がい者青年学級・ケアセンター成瀬・（有）介護支援アクティブ）１１月合同講義２【公開講座】

『障がい者を理解し共に生きる』５／１４

合同体験発表会・閉講式１２／１０合同講義３【公開シンポジウム】
『高齢者の権利を守る』（認知症・成年後見制度・虐待を中心に）５／２８

③花の郷・花の家コース①大賀藕絲館コース
花の家にて　施設説明、車椅子の介助方法と試乗６／１０施設の説明と見学、お手玉などの製品づくり６／７
花の家にて　利用者と共に園芸作業６／２４紅花染料づくり６／２１
花の家にて　利用者と共に陶業作業７／８お手玉・根付などの製品づくり７／５
花の郷にて　利用者と共にクッキーづくり作業７／２２同上・市民大学修了生との交流７／１９
花の郷にて　利用者と共に草木染め作業９／９お手玉・根付などの製品づくり９／６
花の郷にて　利用者と共に一日外出９／３０蓮田刈り、蓮糸づくり９／２０
花の家まつり・花の郷物品販売の支援１０／１６蓮の繊維とり、茄糸織り糸づくり１０／４
花の家にて　まとめ、修了生との交流１０／２８まとめ、体験発表に向けての話し合い１０／１８

④福音の家コース②清風園コース
老人ホームの概要説明、施設見学、入居者とのふれあい６／３施設の概要説明、見学６／１４
車椅子体験・シニア体験、高齢者とは（講義）６／１７要介護高齢者体験、昼食体験６／２８
シーツ交換、修了生との懇談、認知症の理解（講義）７／１特別養護老人ホームの説明と入居者との交流７／１２
入居者とお菓子づくり、ミニ喫茶打ち合わせ７／１５ビアガーデンへ参加７／２６
ケアセンター蓮見付き添い（昼食体験）８月「清風祭」行事手伝い９／１８
ミニ喫茶（受講生が入居者のために開く喫茶）開催９／２ボランティア交流会へ参加９／２７
風船バレーボール大会付き添い１０月外出付き添いまたは入居者との交流１０／１１
生活援助体験・体験発表に向けての話し合い１０／２１外出付き添いまたは入居者との交流、まとめ１０／２５
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濱宮郷詞氏


